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目
次緒
言
序
論第
一
章
李
白
文
集
序
の
詩
人
像
一
魏
顥
序
と
李
陽
冰
序
の
詩
人
像
／
二
李
白
の
自
己
像
／
三
序
の
詩
人
像
と
詩
作
品
第
二
章
楽
府
と
歌
行
本
論
「
楽
府
論
」
第
一
章
「
蜀
道
難
」
本
事
考
は
じ
め
に
／
一
李
白
の
テ
キ
ス
ト
／
二
罪
厳
武
説
考
証
／
三
ま
と
め
と
展
望
第
二
章
「
蜀
道
難
」
論
に
寄
せ
て
一
読
解
史
／
二
楽
府
探
源
／
三
送
別
歌
行
／
四
蜀
都
の
像
／
五
入
蜀
ル
ー
ト
第
三
章
謫
仙
人
と
呼
ば
れ
た
李
白
「
歌
行
論
」
第
四
章
初
唐
七
言
歌
行
と
李
白
は
じ
め
に
／
一
初
唐
七
言
歌
行
の
叙
情
／
二
李
白
に
お
け
る
叙
情
の
展
開
／
三
ま
と
め
と
展
望
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第
五
章
生
成
す
る
李
白
像
は
じ
め
に
／
一
作
品
の
分
類
／
二
消
滅
す
る
都
市
の
夢
想
／
三
物
質
と
記
憶
／
四
飲
酒
と
蕩
尽
第
六
章
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
は
じ
め
に
／
一
初
唐
期
／
二
盛
唐
期
／
二
・
一
王
維
／
二
・
一
・
一
王
維
の
送
別
詩
二
・
一
・
二
王
維
の
送
別
歌
行
／
二
・
二
李
白
／
二
・
二
・
一
科
挙
と
道
教
政
策
二
・
二
・
二
送
別
歌
行
の
形
成
／
二
・
二
・
三
送
別
歌
行
の
展
開
／
お
わ
り
に
「
伝
記
論
」
第
七
章
李
白
登
科
考
一
／
二
／
三
／
四
／
五
結
論
問
題
設
定
李
白
の
詩
人
像
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
る
か
。
そ
の
構
造
と
生
成
過
程
に
つ
い
て
、
楽
府
歌
行
制
作
の
展
開
を
追
い
な
が
ら
考
え
る
。
ひ
と
く
ち
に
詩
人
像
と
言
っ
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を
含
み
得
る
し
、
読
者
の
な
か
で
結
ぶ
像
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
偏
差
を
生
じ
得
る
。
こ
こ
で
は
「
自
身
に
よ
る
李
白
像
」
を
対
象
と
し
て
考
察
す
る
。
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考
察
の
狙
い
序
論
は
、
第
一
章
「
李
白
文
集
序
の
詩
人
像
」
に
お
い
て
、
文
集
序
に
あ
ら
わ
さ
れ
る
李
白
像
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
そ
れ
は
出
自
、
経
歴
、
筆
者
の
知
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
他
者
の
視
点
か
ら
見
た
人
物
像
で
は
あ
る
が
、
な
か
に
本
人
の
意
向
が
反
映
し
た
、
自
己
像
に
近
い
も
の
が
混
じ
る
。
そ
れ
は
文
集
の
読
者
を
導
く
が
、
研
究
を
な
す
わ
れ
わ
れ
も
そ
こ
か
ら
完
全
に
自
由
で
あ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
研
究
史
を
繙
く
な
か
で
、
研
究
者
が
そ
れ
ぞ
れ
に
描
く
詩
人
像
に
よ
っ
て
、
探
求
の
方
向
性
が
変
わ
っ
て
ゆ
く
こ
と
を
も
、
併
せ
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
李
白
の
歌
辞
文
学
は
「
楽
府
・
歌
行
」
に
大
別
さ
れ
る
。
第
二
章
「
楽
府
と
歌
行
」
で
両
者
の
内
容
と
関
係
を
概
説
す
る
。
本
論
は
「
楽
府
論
・
歌
行
論
・
伝
記
論
」
に
分
け
て
、
詩
作
品
に
あ
ら
わ
れ
る
詩
人
像
の
問
題
を
扱
う
。
「
楽
府
論
」
に
は
、
第
一
章
「「
蜀
道
難
」
本
事
考
」
と
第
二
章
「「
蜀
道
難
」
論
に
寄
せ
て
」
を
準
備
し
、
楽
府
「
蜀
道
難
」
を
素
材
と
し
て
考
察
す
る
。
こ
れ
は
李
白
の
代
表
作
で
あ
り
、
作
品
研
究
の
主
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
、
多
く
の
論
説
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
間
に
筋
道
を
つ
け
、
作
品
解
釈
に
新
た
な
知
見
を
加
え
る
の
が
第
一
の
目
的
で
あ
る
が
、
詩
人
像
に
か
ん
す
る
本
論
考
の
課
題
に
も
関
係
す
る
。
李
白
の
歌
行
は
、
都
市
を
描
い
た
初
唐
七
言
歌
行
を
承
け
た
作
と
、
武
后
期
の
詠
物
歌
行
を
承
け
た
送
別
歌
行
が
、
二
類
の
主
要
な
作
品
群
を
形
成
す
る
が
、「
蜀
道
難
」
が
送
別
の
作
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
う
ち
後
者
と
関
連
づ
け
て
考
察
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
比
較
を
踏
ま
え
て
、「
楽
府
」
に
お
け
る
詩
人
の
所
作
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
詩
人
像
に
か
ん
し
て
は
呼
称
を
め
ぐ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
李
白
謫
仙
人
の
話
が
「
蜀
道
難
」
に
関
係
づ
け
て
唐
末
の
小
説
に
見
え
る
。
第
三
章
「
謫
仙
人
と
呼
ば
れ
た
李
白
」
を
付
し
て
考
察
を
施
す
。
「
歌
行
論
」
に
は
、
二
類
の
歌
行
の
前
者
に
つ
い
て
第
四
章
「
初
唐
七
言
歌
行
と
李
白
」
と
第
五
章
「
生
成
す
る
李
白
像
」、
後
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者
に
つ
い
て
第
六
章
「
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
」
を
準
備
す
る
。
詩
人
像
を
め
ぐ
る
課
題
に
つ
い
て
は
、
殊
に
「
歌
行
」
が
主
要
な
考
察
の
場
と
な
る
。「
楽
府
」
が
題
に
付
随
し
た
既
存
の
物
語
や
、
先
行
作
品
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
作
品
世
界
を
踏
ま
え
、
作
者
自
身
は
い
わ
ば
一
歩
退
い
た
位
置
か
ら
物
語
る
の
に
対
し
、
歴
史
の
浅
い
「
歌
行
」
で
は
、
初
唐
作
品
の
叙
情
を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
の
作
品
世
界
の
な
か
に
作
者
本
人
が
登
場
し
て
く
る
よ
う
な
書
き
方
が
採
ら
れ
る
。
建
安
以
降
、
詩
は
士
人
の
抱
負
を
表
出
す
る
器
と
な
る
。
人
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
の
、
時
々
に
置
か
れ
た
状
況
に
照
ら
し
、
来
し
方
行
く
末
を
考
え
る
。
そ
う
し
た
主
体
を
「
歌
行
」
は
浮
か
び
あ
が
ら
せ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ら
制
作
を
時
系
列
に
沿
っ
て
並
べ
る
こ
と
は
、
詩
人
の
バ
イ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
描
く
太
い
描
線
と
な
り
、
ま
た
デ
ィ
テ
ー
ル
を
埋
め
る
要
素
と
な
っ
て
、
伝
記
研
究
に
寄
与
す
る
。
こ
れ
ま
で
充
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
歌
行
の
歴
史
に
つ
い
て
も
、
全
面
的
な
解
明
に
向
け
て
有
効
な
視
点
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。
「
伝
記
論
」
に
は
、
第
七
章
「
李
白
登
科
考
」
を
準
備
す
る
。
李
白
が
玄
宗
皇
帝
に
召
さ
れ
翰
林
供
奉
の
職
を
得
た
こ
と
は
、
彼
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
お
い
て
最
も
重
要
な
ト
ピ
ッ
ク
で
あ
り
、
詩
人
像
の
形
成
に
も
決
定
的
な
影
響
を
与
え
た
。
文
集
序
や
詩
作
品
の
自
伝
的
記
述
に
、
玄
宗
と
の
親
し
い
会
見
の
場
面
が
描
か
れ
る
。
彼
は
ど
の
よ
う
な
経
緯
に
よ
り
宮
廷
で
の
奉
職
に
至
っ
た
の
か
。
こ
れ
を
制
度
の
面
か
ら
裏
づ
け
る
た
め
の
考
証
を
施
す
。
隠
逸
者
と
し
て
の
人
物
類
型
が
ひ
と
つ
の
鍵
と
な
る
。
結
論
に
は
、
李
白
像
の
構
造
と
生
成
過
程
に
つ
い
て
、
考
察
結
果
を
ま
と
め
る
。
各
論
要
旨
序
論
第
一
章
「
李
白
文
集
序
の
詩
人
像
」
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生
前
に
編
ま
れ
た
李
白
文
集
の
う
ち
、
魏
顥
「
李
翰
林
集
序
」
が
生
き
た
ひ
と
り
の
人
間
と
し
て
の
李
白
像
を
伝
え
る
の
に
対
し
、
李
陽
冰
「
草
堂
集
序
」
の
詩
人
像
は
や
や
異
な
っ
た
印
象
を
与
え
る
。
出
自
が
唐
朝
の
書
き
方
を
模
し
、
出
生
が
老
子
誕
生
譚
に
擬
せ
ら
れ
、
経
歴
が
玄
宗
皇
帝
と
の
親
し
い
や
り
と
り
を
頂
点
と
し
て
記
さ
れ
る
。
臨
終
に
あ
た
り
聖
な
る
領
域
へ
の
展
望
が
投
影
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
老
子
が
先
祖
で
あ
り
道
教
の
最
高
神
で
あ
る
と
す
る
唐
朝
の
世
界
観
に
み
ず
か
ら
を
ゆ
だ
ね
て
得
ら
れ
た
も
の
か
、『
老
子
道
徳
経
』
の
真
髄
を
体
得
し
た
も
の
か
。
第
二
章
「
楽
府
と
歌
行
」
李
白
の
楽
府
制
作
は
、
宮
廷
か
ら
古
楽
が
消
失
す
る
の
と
同
時
期
に
行
わ
れ
た
。
楽
府
題
に
伝
わ
る
古
の
価
値
の
再
生
を
お
も
な
動
機
と
す
る
だ
ろ
う
。
歌
行
は
伝
統
的
な
楽
府
の
傍
ら
に
特
徴
的
な
作
品
世
界
を
創
出
し
た
。
高
宗
期
に
盧
駱
の
首
都
長
安
を
詠
ん
だ
作
、
武
后
期
に
詠
物
寓
意
の
作
な
ど
が
生
み
だ
さ
れ
る
。
盛
唐
の
歌
辞
作
家
に
は
、
周
囲
の
状
況
を
記
述
す
る
際
に
、
楽
府
題
を
用
い
る
か
、
自
由
に
品
を
取
る
歌
行
に
よ
る
か
、
選
択
肢
が
与
え
ら
れ
る
。
李
白
の
歌
行
は
、
七
言
古
詩
・
長
短
句
・
騒
体
に
よ
り
、
歌
辞
的
な
題
を
も
つ
三
十
一
首
。
推
移
の
悲
哀
を
ベ
ー
ス
に
都
市
・
遺
跡
・
宴
会
等
を
主
題
と
し
た
作
、
帰
隠
す
る
友
人
を
送
る
作
が
お
お
き
な
類
を
形
成
す
る
。
本
論
「
楽
府
論
」
第
一
章
「「
蜀
道
難
」
本
事
考
」
李
白
「
蜀
道
難
」
は
、
作
詩
意
図
を
め
ぐ
っ
て
多
く
の
議
論
を
呼
ん
で
き
た
。
唐
末
小
説
『
尚
書
故
実
』
に
詩
人
陸
暢
が
「
蜀
道
易
」
に
よ
り
藩
鎮
韋
皐
を
褒
め
た
話
を
伝
え
る
。
陸
暢
は
韋
皐
の
も
と
で
職
を
得
た
こ
と
を
、
原
文
を
一
字
換
え
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
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ス
に
よ
り
言
祝
い
だ
。
そ
の
解
説
に
「
蜀
道
難
」
罪
厳
武
説
が
用
い
ら
れ
る
。
こ
の
話
は
唐
末
当
時
藩
鎮
割
拠
の
状
況
を
、
一
世
紀
前
す
で
に
権
勢
を
誇
っ
た
韋
皐
の
像
に
投
影
し
た
も
の
。
さ
ら
に
作
品
に
合
わ
せ
て
厳
武
へ
と
遡
ら
せ
る
か
た
ち
で
寓
意
説
が
成
立
し
た
。
こ
の
よ
う
な
解
釈
を
導
く
の
も
、
そ
も
そ
も
原
作
が
誤
読
を
導
く
よ
う
な
書
き
方
を
し
て
い
る
か
ら
。
篇
末
に
か
け
て
脈
絡
が
希
薄
化
す
る
語
り
方
が
、
何
事
か
を
暗
示
し
て
い
る
と
思
わ
せ
る
。
読
者
に
自
身
の
読
み
を
展
開
さ
せ
る
、
特
異
な
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
を
な
し
て
い
る
。
第
二
章
「「
蜀
道
難
」
論
に
寄
せ
て
」
唐
末
の
小
説
に
源
を
発
す
る
「
蜀
道
難
」
寓
意
説
や
、
李
白
謫
仙
人
の
話
が
こ
の
作
に
関
係
づ
け
ら
れ
る
の
は
、
事
実
で
は
な
く
、
読
解
行
為
の
所
産
で
あ
る
。
諸
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
不
在
に
よ
り
、
独
特
の
手
触
り
を
も
つ
楽
府
特
有
の
書
き
方
が
、
こ
の
場
合
も
、
自
由
な
書
き
こ
み
の
素
地
と
な
る
。
当
楽
府
題
の
趣
意
は
「
功
名
の
得
難
さ
」、
そ
れ
を
蜀
へ
の
道
の
困
難
さ
に
か
け
て
述
べ
た
も
の
。「
蜀
道
難
」
は
送
別
時
に
贈
ら
れ
た
歌
行
作
品
に
類
似
す
る
。
李
白
は
入
蜀
す
る
友
人
の
送
別
に
あ
た
り
、
必
ず
し
も
勧
め
な
い
意
か
ら
こ
の
楽
府
題
を
用
い
た
。
そ
の
際
、
困
難
さ
が
垂
直
上
方
へ
の
運
動
に
置
き
換
え
ら
れ
、
ふ
り
仰
ぐ
視
線
の
さ
き
に
峰
々
の
映
像
が
立
ち
上
が
る
。
そ
れ
は
揚
雄
「
蜀
王
本
紀
」「
蜀
都
賦
」
な
ど
文
学
遺
産
の
記
述
に
照
ら
し
、
膨
大
な
文
学
的
記
憶
を
呼
び
覚
ま
し
な
が
ら
す
ば
や
く
結
ば
れ
る
。
不
可
能
な
旅
、
行
か
ん
と
し
て
行
き
が
た
い
こ
の
一
歩
の
心
を
あ
ら
わ
す
。
張
載
「
剣
閣
銘
」
の
引
用
は
、
蜀
主
へ
の
戒
め
か
ら
守
備
兵
の
生
態
を
言
う
も
の
へ
換
骨
奪
胎
さ
れ
、
そ
こ
に
寓
意
を
読
み
取
ら
せ
る
の
は
、
作
家
の
企
み
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
制
作
時
期
は
送
別
歌
行
の
制
作
状
況
も
勘
案
し
て
、
天
宝
初
入
京
時
と
す
る
の
が
よ
い
だ
ろ
う
。
杜
甫
も
後
年
入
蜀
に
際
し
て
連
作
の
紀
行
詩
を
詠
ん
だ
が
、
対
象
を
克
明
に
描
く
書
き
方
は
李
白
と
は
違
っ
た
個
性
を
見
せ
る
。
第
三
章
「
謫
仙
人
と
呼
ば
れ
た
李
白
」
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李
白
が
賀
知
章
か
ら
謫
仙
人
の
称
号
を
得
た
こ
と
は
本
人
が
し
ば
し
ば
語
っ
て
い
る
。
賀
知
章
は
初
対
面
で
一
見
し
て
資
質
を
言
い
あ
て
た
。
李
白
が
喜
ん
だ
の
は
、
神
仙
の
身
分
を
纏
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
み
な
ら
ず
、
家
系
に
纏
わ
れ
る
罪
の
表
徴
が
こ
の
名
づ
け
に
よ
り
瞬
時
に
価
値
に
転
じ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
の
当
意
即
妙
さ
に
話
の
要
点
が
あ
る
。
こ
れ
が
范
伝
正
「
新
墓
碑
序
」
を
経
て
『
本
事
詩
』
の
記
述
で
は
、
賀
知
章
が
「
蜀
道
難
」
を
読
ん
で
感
嘆
し
、
謫
仙
人
と
呼
ん
だ
、
と
変
わ
っ
て
い
る
。「
功
名
の
得
難
さ
」
を
言
う
楽
府
が
、
彼
自
身
の
出
世
の
き
っ
か
け
と
な
り
、
人
生
が
作
品
を
越
え
て
い
く
よ
う
に
、
話
が
仕
立
て
ら
れ
た
。
こ
の
詩
人
像
は
、
事
実
と
か
か
わ
り
な
く
、
唐
末
小
説
の
作
者
に
よ
っ
て
作
り
あ
げ
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
こ
う
し
た
想
像
を
呼
ぶ
の
も
、
そ
も
そ
も
詩
が
個
人
の
抱
負
を
述
べ
る
媒
体
で
あ
り
、
書
き
手
の
像
を
思
い
描
か
せ
る
よ
う
な
仕
組
を
含
ん
で
い
る
か
ら
だ
。
「
歌
行
論
」
第
四
章
「
初
唐
七
言
歌
行
と
李
白
」
初
唐
の
盧
照
鄰
「
長
安
古
意
」
は
、
首
都
長
安
の
絢
爛
た
る
造
形
、
舞
姫
の
現
在
と
華
や
か
な
過
去
、
郊
外
に
う
ご
め
く
無
頼
の
徒
、
妓
楼
に
出
入
り
す
る
貴
顕
た
ち
を
描
出
し
、
い
ま
こ
の
時
の
繁
栄
を
謳
い
な
が
ら
、
次
の
瞬
間
す
べ
て
が
消
滅
、
廃
墟
の
情
景
と
な
る
。
ひ
と
の
世
の
無
常
が
主
題
と
し
て
浮
上
、
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
を
含
ん
だ
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
が
特
有
の
叙
情
を
な
し
て
い
た
。
こ
の
消
滅
す
る
都
市
の
夢
想
は
、
駱
賓
王
「
帝
京
篇
」
や
王
勃
「
臨
高
台
」
な
ど
に
ひ
ろ
が
る
。
盛
唐
の
李
白
は
、
こ
の
叙
情
を
承
け
て
、
自
身
を
作
中
に
登
場
さ
せ
る
よ
う
な
仕
方
で
展
開
す
る
。「
梁
園
吟
」
で
、
漢
代
に
梁
の
孝
王
が
造
営
し
た
遊
園
を
訪
れ
、
枚
乗
や
司
馬
相
如
の
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
る
。
自
身
も
ま
た
彼
ら
の
よ
う
に
消
滅
す
る
存
在
で
あ
る
こ
と
が
思
わ
れ
る
。
こ
の
悲
し
み
を
吹
き
飛
ば
す
た
め
の
飲
酒
と
歌
詠
。
こ
う
し
た
叙
情
が
「
襄
陽
歌
」「
将
進
酒
」
へ
と
受
け
継
が
れ
る
。
ま
た
「
金
陵
城
西
楼
月
下
吟
」
な
ど
短
篇
の
作
で
は
、
水
を
媒
介
し
て
、
か
つ
て
水
を
眺
め
た
い
に
し
え
の
詩
人
と
心
通
わ
せ
、
慰
藉
を
得
る
。
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あ
る
い
は
時
間
を
超
え
る
文
学
の
優
位
性
が
言
わ
れ
る
。
第
五
章
「
生
成
す
る
李
白
像
」
初
唐
七
言
歌
行
の
叙
情
は
、
人
生
を
死
に
限
ら
れ
た
不
幸
な
時
間
と
見
て
現
世
の
栄
達
と
刹
那
の
快
楽
を
歌
う
「
古
詩
十
九
首
」
に
淵
源
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
主
題
が
、
鮑
照
の
楽
府
「
行
路
難
」
十
八
首
を
経
、
盧
照
鄰
の
楽
府
「
行
路
難
」
に
、
過
去
の
追
憶
と
消
滅
、
悽
愴
た
る
現
在
の
出
現
と
い
う
描
き
方
を
と
も
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
。
こ
れ
が
さ
ら
に
「
歌
行
」
の
文
脈
に
移
さ
れ
「
長
安
古
意
」
へ
と
展
開
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
李
白
に
よ
る
新
た
な
展
開
は
、「
水
」
と
「
都
市
」
を
め
ぐ
る
永
遠
性
の
追
求
と
い
う
か
た
ち
で
あ
ら
わ
れ
る
。
水
が
選
ば
れ
る
の
は
、
性
質
を
変
え
ず
常
に
そ
こ
に
あ
る
、
物
質
的
属
性
ゆ
え
に
。
過
去
に
水
を
見
た
詩
人
と
、
現
在
そ
れ
を
見
る
わ
た
し
が
、
時
空
に
距
て
ら
れ
な
が
ら
も
、
と
も
に
表
現
者
と
し
て
世
界
に
対
峙
す
る
、
互
い
の
体
験
を
較
べ
る
均
質
な
条
件
が
そ
こ
に
用
意
さ
れ
て
い
る
か
ら
。
過
去
の
詩
人
と
距
て
ら
れ
て
あ
る
わ
た
し
は
、
い
ま
表
現
行
為
の
な
か
で
見
い
だ
さ
れ
た
時
間
に
よ
っ
て
慰
撫
さ
れ
る
。
ま
た
初
唐
詩
人
に
燃
え
ひ
ろ
が
っ
た
消
滅
の
夢
想
の
あ
と
、
あ
た
か
も
そ
の
廃
墟
の
な
か
に
登
場
す
る
李
白
は
、
都
市
の
消
長
の
さ
き
に
変
わ
ら
ぬ
も
の
を
見
よ
う
と
す
る
盧
照
鄰
と
は
異
な
っ
て
、
飲
酒
と
蕩
尽
の
歌
詠
の
な
か
で
、
人
間
存
在
の
有
限
性
を
め
ぐ
る
問
い
を
一
身
に
引
き
受
け
て
、
酒
器
や
美
酒
と
一
体
と
な
り
万
古
の
愁
を
消
せ
と
歌
う
自
身
の
像
を
立
ち
上
が
ら
せ
る
。「
襄
陽
歌
」
や
「
将
進
酒
」
が
歌
わ
れ
る
た
び
ご
と
に
、
酒
徒
の
ア
イ
ド
ル
「
李
白
」
の
像
が
現
出
す
る
。
第
六
章
「
送
別
歌
行
の
形
成
と
展
開
」
宮
廷
に
招
か
れ
た
隠
士
を
送
る
詩
作
は
、
武
后
期
に
司
馬
承
禎
を
餞
送
し
た
李
嶠
ら
を
端
緒
と
し
、
俗
世
と
訣
別
し
山
棲
す
る
境
涯
を
山
岳
風
景
と
と
も
に
描
く
書
き
方
が
定
式
化
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
宋
之
問
が
歌
行
に
よ
り
司
馬
承
禎
と
贈
答
を
行
い
、
陶
弘
景
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の
遺
し
た
文
学
が
援
用
さ
れ
る
な
ど
し
て
、
内
容
が
拡
げ
ら
れ
た
。
盛
唐
期
で
は
、
王
維
が
、
道
士
に
対
し
て
律
体
に
よ
る
典
故
を
用
い
た
儀
礼
的
な
作
、
そ
れ
以
外
の
隠
者
に
対
し
て
は
古
体
に
よ
る
相
手
の
事
情
を
細
か
に
書
き
こ
む
作
と
、
多
様
な
制
作
を
展
開
す
る
。
歌
行
に
お
い
て
は
、「
送
友
人
帰
山
歌
」
其
二
で
、
送
別
時
の
た
ち
騒
ぐ
自
然
形
象
と
別
後
の
静
謐
な
情
景
を
対
置
す
る
、
独
特
の
作
品
空
間
を
形
成
し
て
い
る
。
李
白
は
、
見
送
ら
れ
た
相
手
を
め
ぐ
る
内
容
の
多
彩
さ
と
、
山
岳
を
描
く
歌
行
ス
タ
イ
ル
の
継
時
的
変
化
に
よ
り
、
さ
ら
に
多
様
な
制
作
を
展
開
す
る
。
お
そ
ら
く
隠
逸
挙
人
に
よ
っ
て
入
宮
し
た
、
李
白
の
キ
ャ
リ
ア
が
詩
作
に
作
用
し
、
相
手
へ
の
共
感
や
距
離
が
反
映
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。
彼
は
天
宝
元
年
の
「
高
道
」
科
に
応
じ
た
と
思
わ
れ
る
。
挙
人
の
内
容
は
、『
老
子
道
徳
経
』
に
言
う
「
道
」
の
義
の
体
現
者
を
選
抜
す
る
、
と
い
う
も
の
。
当
時
、
老
子
信
仰
に
深
く
入
り
こ
み
つ
つ
あ
っ
た
玄
宗
皇
帝
の
意
向
が
選
挙
制
度
に
も
反
映
さ
れ
た
。
開
元
二
十
九
年
、
玄
宗
は
老
子
を
夢
見
。
明
く
る
天
宝
元
年
、
玄
元
皇
帝
降
現
の
奏
上
が
な
さ
れ
、
玄
元
皇
帝
廟
が
落
成
、
老
子
白
石
像
が
建
立
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
道
教
尊
崇
の
風
潮
の
も
と
に
隠
逸
挙
人
が
挙
行
さ
れ
た
。「
西
岳
雲
台
歌
送
丹
丘
子
」
は
霊
応
に
沸
く
長
安
の
雰
囲
気
を
伝
え
る
。
霊
応
は
さ
ら
に
続
き
、
天
宝
四
載
に
は
玄
宗
自
身
が
大
同
殿
で
空
中
に
寿
ぎ
の
声
を
聞
く
。
臣
下
は
玄
元
皇
帝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
奏
上
、
玄
宗
が
玄
元
皇
帝
の
傍
ら
に
控
え
る
準
備
が
整
っ
て
い
る
、
と
。
こ
の
間
に
次
の
隠
逸
挙
人
「
高
蹈
不
仕
」
が
行
わ
れ
る
。
李
白
は
前
年
す
で
に
離
京
、
梁
宋
の
地
で
こ
の
挙
に
応
ず
る
ひ
と
を
餞
送
し
た
。
高
適
と
同
送
の
「
送
蔡
山
人
」
詩
は
、
こ
れ
か
ら
挙
に
応
ず
る
ひ
と
へ
の
作
。
高
適
が
羨
む
の
に
対
し
、
李
白
は
警
告
を
発
す
る
。「
鳴
皐
歌
送
岑
徴
君
」
は
天
宝
四
載
冬
作
と
推
定
。「
高
蹈
不
仕
」
挙
に
応
じ
て
結
果
は
不
首
尾
、
鳴
皐
山
居
に
帰
る
友
人
を
、
梁
園
で
見
送
る
。
そ
の
際
、
李
白
本
人
の
憤
懣
が
重
ね
ら
れ
る
。
翌
天
宝
五
載
と
推
定
さ
れ
る
「
夢
遊
天
姥
吟
留
別
」
は
、
し
ば
ら
く
滞
在
し
た
東
魯
を
辞
去
す
る
際
の
作
。
江
南
地
方
へ
の
あ
こ
が
れ
が
、
天
姥
山
へ
事
前
の
夢
中
遊
行
と
し
て
示
さ
れ
る
。
作
中
に
天
仙
と
遭
遇
す
る
場
面
は
、
さ
き
に
玄
元
皇
帝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
た
蕭
従
一
の
言
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と
重
な
る
。
彼
が
受
信
に
成
功
し
た
の
に
対
し
、
李
白
は
失
敗
、
墜
落
し
て
目
が
覚
め
る
。
応
詔
入
京
か
ら
離
京
へ
と
至
る
、
一
連
の
体
験
を
精
算
す
る
趣
旨
の
作
で
あ
る
と
読
め
る
。
李
白
の
制
作
は
、
こ
の
頃
交
際
の
あ
っ
た
杜
甫
の
詩
作
に
も
影
響
を
与
え
た
。
「
送
孔
巣
父
謝
病
帰
遊
江
東
兼
呈
李
白
」
詩
は
李
白
「
夢
遊
天
姥
吟
留
別
」
へ
の
応
答
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
伝
記
論
」
第
七
章
「
李
白
登
科
考
」
李
白
が
宮
中
に
翰
林
供
奉
の
職
を
得
た
制
度
的
な
根
拠
は
隠
逸
挙
人
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
近
年
、
科
挙
研
究
の
進
展
と
と
も
に
、
天
宝
元
年
の
制
挙
「
高
道
」
科
の
存
在
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
進
士
・
明
経
の
常
科
と
は
別
に
、
天
子
自
詔
の
制
科
の
な
か
に
、
隠
者
を
召
し
出
す
伝
統
が
か
た
ち
を
な
し
た
も
の
で
あ
る
。
文
集
序
や
詩
文
の
記
述
に
は
、「
逸
人
李
白
」「
山
人
李
白
」
な
ど
、
し
ば
し
ば
李
白
本
人
を
隠
逸
者
と
称
し
て
お
り
、
こ
の
挙
に
応
じ
た
と
す
る
の
が
最
も
自
然
な
考
え
方
で
あ
る
。
天
宝
元
年
「
高
道
」
科
と
天
宝
三
、
四
載
「
高
蹈
不
仕
」
科
の
詔
勅
に
は
こ
の
挙
の
趣
旨
や
実
施
を
め
ぐ
る
詳
細
が
記
さ
れ
て
お
り
、
文
集
序
や
詩
文
の
記
述
と
照
合
す
る
と
、「
高
道
」
挙
の
親
試
は
天
宝
元
年
冬
、
玄
宗
の
驪
山
温
泉
宮
行
幸
の
折
、
挙
人
の
処
分
は
天
宝
二
年
元
旦
の
元
会
儀
礼
に
て
、
そ
れ
ぞ
れ
な
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
し
は
か
ら
れ
る
。
結
論
時
空
を
超
え
る
主
体
と
し
て
の
詩
人
像
は
、
歌
行
制
作
に
お
い
て
、
水
を
め
ぐ
り
一
瞬
の
な
か
に
永
遠
を
見
る
詩
的
認
識
、
及
び
自
己
の
有
限
性
を
超
克
し
て
酒
中
に
立
ち
上
が
る
自
己
像
か
ら
、
宮
廷
へ
の
徴
招
を
期
に
、
神
仙
に
従
い
、
旅
や
山
棲
の
境
涯
を
願
う
も
の
へ
と
変
化
。
神
と
の
交
流
を
紐
帯
と
す
る
唐
朝
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
結
び
合
い
な
が
ら
、
臨
終
の
床
で
語
ら
れ
る
自
己
像
に
再
び
色
濃
く
あ
ら
わ
れ
る
。
詩
と
酒
と
仙
と
、
そ
れ
ら
へ
の
志
向
は
詩
人
の
個
性
に
統
合
さ
れ
る
と
し
て
も
、
発
想
の
拠
っ
て
来
る
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文
化
的
・
宗
教
的
淵
源
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
